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視点人物 の w o n d e r

-

D a isy M ill e r の 目頭 にお ける様々 な出会 い
一

入 江 識 元

( 平成 8 年1 0 月3 1 日受 理)

要 旨

こ の 論文 の 目的 は , H e n r y J a m e s の 代表的な中編 D a is y M ill e r の 冒頭を分析 し, J a m e s の こ の 作品に

おけ る視点人物 の 特徴に つ い て考察す るこ と であ る｡ J a m e s の こ の 作品に お ける もく ろみ は , 視点人物

の 二 元論的な視点を通 じて , 様々 な ｢ 問 い か け｣ を設定する こ と に ある ｡
ア メ リ カか ら の若 い 離脱者

W i n t e r b o u r n e は
,
二 項対立的な視点か らD ais y の 反復的な行動を観察する ｡ 彼 の 判断 の材料は D ais y の

顔 やto n e で あ る｡ そして , 彼 の 判断 の 及ば な い よう な彼女 の 常に変化 して い る部分 に 当惑し, こ れを合

理化 し, 彼女を彼に と っ て 理解可能な人間像に作り上げ る｡ D ais y を疎外する の は ,
ヨ ー ロ ッ

パ の 風景

や閉鎖的な社交界 の み ならず
,
利 己的な W i n t e r b o u r n e 自身 の視 点なの であ る｡ W i n t e r b o u r n e の 視点は

こ の 作品を通 じて成長する こ とは な い o
こ の作品は常に ヨ ー ロ ッ

パ 娘をs t u d y し続ける彼 で始まり ,
終

わ る の である
｡
しか しなが ら, こ の作品にお い て 重要 なの は , そうした プ ロ ッ トその も の に ある の で

は なく , J a m e s の 全 て の 作品に特徴的な, 視 点人物 の ｢ 問 い か け｣ で あり ,
反復的な行為 の中で視点人

物 が ど の よう に w o n d e r を増幅させ て ゆくか
,
と い う点 に ある の だ ｡

キ ー ワ ー ド

問 い か け, 二 項対立 ,
二 元 論, 視 点或 い は視 線, 顔 , ト

ー

ン
,

1 イ ン ト ロ ダク シ ョ ン

D a isy M ill e r( 18 78) は H e n r y J a m e s を い ち

やく有名 に した 中編小説 であり, 彼 の作 品 の

重要な特徴 で ある ｢ 国際テ ー マ
｣ と

｢ 心 理的

リ ア リ ズ ム ｣ を前も っ て予示 した 文学史上 の

c a n o n と して
一

般 に 浸透 し て い る ｡ と こ ろ で

こ の ｢ 心理 的｣ と い う言葉 は大変重要な意味

を持 っ て い る ｡ なぜ なら ｢ 心理 的｣ と い う用

語は ｢ 認識論的｣ と い う意味 であり ,

｢ 存在論

的｣ と い う用語 と対 で用 い られ る は ずだ か ら

である ｡ J a m e s に お け る )) アリ ズ ム は ,
｢
存在

論的な｣ 実在 で は なく , 出来事の 受容者 であ

る個 人の 眼を通して 認識さ れ た実在 であり
,

そ こ で , 登場人物 の 視点の 置き方が問題 にな

っ て くる の である ｡

｢ 視点人物｣ の 設定 はJ a m e s の 作品を論 じる

際に よ く 問われ る問題 である
｡

｢ 視 点 人物 ｣ の

設定 でJ a m e s が もく ろん だ の は, 秘密 と その

隠匿に 関わる こ と で ある ｡ あ る秘密 と関 わり,

そ れ に対 し
,
視点人物 が絶えず

｢
問 い か け｣

を繰り 返す こ と ｡
こ れ がJ a m e s e? 作 品 の

一

つ

の ポイ ン ト と な っ て い る｡

J a m e s 研究 に 存在 する い わゆ る ｢ 国際 テ -

総 合 基礎 グ ル ー プ
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マ ｣ と い う用語｡
こ れ はD ais y M ill e r に お い て

はJ a m e s の 他の 作 品 と 同様に ア メ リ カ対 ヨ
ー

ロ ッ パ の 二 項対立 である ｡ しか し , もしこ の

二 項対立 が こ の 作品の 意図する と こ ろ の 全て

である とする なら, なぜ 第 1 部 が夏の ス イス で

あり, 第 2 部 が 冬 の イ タ リ ア な の だ ろ う ｡

J a m e s は D a isy M ill e r を発表す る三 年 ほ ど前

の 1 8 7 5 年に 永住 の 意を固 め て ヨ ー ロ ッ
パ - 痩

っ た
｡
そ して

,
死 の 前年 の1 9 1 5 年 に はイ ギリ

ス に 帰化 して い る ｡
こ の 事実 と, 彼 の 作 品の

内容を考え合わ せ れ ば , J a m e s の 策略は む し

ろ
,
ア メ リ カ か ら

｢ 離脱｣ した 青年 の 視線そ

の もの に あ っ た の で はな い か ,
と い う こ とは

容易に 想像 できる ｡

3
-

一 口 ッ
パ に い るア メ 1) カ人や ,

ア メ リ カ

に い る ヨ
ー ロ ッ パ 人, すなわ ち ｢ 場違 い な｣

設定に い る 人種を登場人物 として 描く こ との

効果は 二 つ あ る ｡

一

つ は
,
秘密 の 増幅 であり,

今
一

つ は人種を
一

度外すこ と である . 秘密 の

増幅と は, 視点人物 の W in t e r b o u r n e が , 長く

ス イ ス に住 み 慣れ て い る ため母 国ア メ リカ の

性質を失 っ て い る だ ろう と い う憶測に よ っ て ,

ア メ 1) カ女性 の D ai s y M ill e r に 対 し異常 なま

でに 秘密と憶測を増幅さ せ る と い う こ と で あ

る ｡ 人種を外すと い う こ とも秘密 の 増幅に 関

わる こ と である が, 自然や 風俗や 言語 と い っ

た も の が ,
｢ 場違 い な｣ 人 種 ,

つ ま りf o r ei g n e r

に対する秘密 の 生成に 加担する の で ある ｡

こ の 論文 に お い て 筆者は ,
こ の 作品全体 を

通して 見る の では なく , あく ま で冒頭 に固執

し, 必要 があれ ば作品の 他の 部分に 言及 する ,

と い っ た 態度を 一 貫 して とる こ とに する ｡
な

ぜ なら, 視点人物 の視 線 の 特徴 が最 も表れ て

い る の は , こ の 作 品 では 冒頭の 部分 であり ,

他の 登場人物 との 冒頭 で の 出会 い が本論文 の

テ
ー

マ に と っ て 重要 な鍵を握る か ら である ｡

2 ' 弁証法 的 な視線

2 . 1 夏と冬, 生 と 死 ,
二 項対立 的設定

こ の 作品 は 二部 に分 か れ て い る ｡ そ して そ

識 元

れ ぞれ の 設定は, 夏の ヴ ュ ヴ ュ
ー

と冬 の ロ ー

マ であり, あた か も 二項対立を読者に 促すか

の よう である ｡ 冬 と い えば ,
主人公 で あり,

視 点 人物 で あ る W in t e r b o u r n e の 名前 は w i n-

t e r + b o u r n e と い うように , 冬 の イ メ
ー ジ を読

者に 与える ｡ ちなみ に
,
b o u r n e に は

｢ 境 界｣

｢
領土 ｣ の 意味 の他 に ,

ス コ ッ トラ ン ドや 北

イ ン グラ ン ドで は
｢
小川｣ や

｢
細流｣ を意味

する ｡

一

方, D ai s y の ほうは 文字通り ヒ ナ ギ ク

な どキク科 の 総称 で あり
,
は つ ら つ とした イ

メ
ー

ジ を連想さ せ る ｡ ちなみ に 花言葉は ｢ 無

垢(i n n o c e n c e) ｣
｢ 平和(p e a c e) ｣

｢
希望(h o p e) ｣

と い う, ま こ とに D ai s y の イ メ
ー ジ に相 応しい

もの で ある ｡ と こ ろ が ,
こ のd ai s y に はそ の イ

メ ー

ジ に 相反する意味も含まれ て い る ｡ c o u n t

t h e d ai si e s
, p u s h u p t h e d aisi e s , u n d e r t h e

d ai si e s な どの 成句は, キ ク が故 人に 供え られ

る花 の イ メ ー ジ か ら,
｢
死｣ の 意味を提 示 す

る ｡
こ れ はD ai s y の 死 と い う結末を連想さ せ る

に充分 な意味付け で はある が ,
こ の エ ロ ス と

タナ ト ゥ ス を同時 に 持 つ d ai s y と い う名称 は,

読者 に と っ て 不可解 なD ai s y の 分裂 的性格 を

表すに 恰好の 名称 で もある わけ である ｡

こ れ と は 少 し異 な る が ,
A lf r e d K a zi n は

J a m e s の B o st o n i a n s ( 18 86) の
一 節 を巡 っ て ,

次 の よう な見解を示して い る ｡

J a m e s h i m s elf s a w B o st o n a s w i nt e r , hi s

b el o v e d E u r o p e a s t h e v e r y p e rf e cti o n of

s u m m e r .
* 1

こ こ に 見ら れ る の は ,
A m e ri c a 対E u r o p e と

w i n t e r 対s u m m e r の 二項対立 である ｡ J a m e s は

ア メ )) カ を w i n t e r の イ メ ー ジ で, ま た ヨ ー ロ

ッ パ をs u m m e r の イ メ ー ジ で捉えて い る が ,

これ は彼 の 作品 に お ける特徴 の
一

つ と言える ｡

と こ ろ で , W i n t e r b o u r n e は ア メ リ カ か ら の

e x il e であり, D ais y は生粋 の ア メ リ カ娘 である

か ら, K a zi n の 見解 と は明 ら か に 異なる ｡
こ の

あ た り にJ a m e s の こ の 作 品 で の 特徴 が 見 られ
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る ｡
つ ま り , A m e ri c a -

w i n t e r 対 E u r o p e -

s u m m e r と い う 二 項対立 で は なく
,
ア メ リ カ

か ら の e xil e
,
ヨ

ー

ロ ッ パ の ア メ リ カ 人, ス イ

ス の 夏や ロ
ー

マ の 冬に お ける ヨ ー ロ ッ
パ 的な

背景 と い っ た ,
ア メ リ カと ヨ

ー ロ ッ パ の 微分

的な結合 が 見られ る の で ある ｡

冒頭 の ナ レ ー

シ ョ ン で , ア メ リ カ人 が多く

な る 6 月頃に なる と ヴ ュ ヴ ュ ー

は ア メ リ カ の

海水浴場 の c h a r a c t e ris ti c を呈 して ( る ,
とあ

る
｡

I n t hi s r e gi o n , i n t h e m o n t h of J u n e , A m e r-

i c a n t r a v ell e r s a r e e x t r e m ely n u m e r o u s; it

m a y b e s a id , i n d e e d , t h at V e v a y a s s u m e s

at t hi s p e ri o d s o m e of t h e c h a r a ct e ri sti c s

of a n A m e ri c a n w at e r i n g -Pl a c e . T h e r e

a r e sig h t s a n d s o u n d s w hi c h e v o k e a

vi si o n
,
a n e c h o

,
of N e w p o rt a n d S a r-

at o g a = ‥ Y o u r e c ei v e a n i m p r e s si o n of t h e s e

t hi n g s a t t h e e x c ell e n t i n n o f t h e
"

T r oi s

C o u r o n n e s
,

"

a n d a r e t r a n s p o rt e d i n f a n c y

t o t h e O c e a n H o u s e o I~ t O C o n g r e s s H all .
* 2

T r ois C o u r o n n e s の 旅館 に い る と ,
N e w p o rt

や S a r a t o g a の 旅館 に い る よう なf a n c y を覚え

る ｡
こ こ で提示 さ れ る の は ,

ヨ
ー ロ ッ

パ の 典

型的な町 の ア メ リ カ化 であ る｡ 夏は ヨ ー

ロ ッ

パ 対ア メ リ カ の 二項対立 を崩す季節 であり ,

ア メ T) カ 人 が ア メ )) カ人 の ま ま で ヨ
ー

ロ ッ パ

社会 の 中に 溶け込め る季節 で ある ｡

しか しその す ぐ後 で こ の よう な但し書き が

つ く ｡

B u t a t t h e
"

T r oi s C o u r o n n e s
,

"

it m u st b e

a d d e d
,
t h e r e a r e ot h e r f e at u r e s t h at a r e

m u c h a t v a ri a n c e w ith t h e s e s u g g e sti o n s:

n e a t G e r m a n w ait e r s
,
w h o l o o k lik e s e c r e-

t a rie s o f l e g a tio n ; R u s si a n p r l n C e S S e S Sit-

t l n g l n t h e g a r d e n ; littl e P oli s h b o y s w alk- ､

i n g a b o u t , h eld b y th e h a n d , w it h t h e ir

6 1

g o v e r n o r s; a vi e w o f t h e s u n n y c r e st o f t h e

D e n t d u M idi a n d t h e p i ct u r e s q u e t o w e r s

of t h e C a stl e o f C hill o n .

* 3

前述の 錯覚と矛盾する
,
つ け加える べ き特

徴 が い く つ か ある と い う こ と｡ こ の特徴 とは

G e r m a n w ait e r や , R u s si a n P ri n c e s s e s や ,

littl e P oli s h b o y s の こ と であり, 或 い はD e n t

d u M idi の 山頂やt h e C a stl e of C hill o n のpi c-

t u r e s q u e な塔 の 風景 である ｡
こ の 但 し書きは

,

直前の 文 とは 明 らか に 異質 である ｡ こ こ に は

ア メ リ カ 人と相寄れ ない も の が ヨ
ー

ロ ッ パ に

存在 す る の だ, と い う 示唆 が あ る ｡ pi ct u r-

e s q u e はイ タリ ア語の p it t o r e s c o に 由来する語

であり ,
ヨ

ー ロ ッ パ 的な絵画の 風景をイ メ ー

ジする もの で ある ｡
こ の こ とか らも, ヨ ー ロ

ッ パ の 典型的な風景 が ア メ リカ 人を ヨ ー ロ ッ

パ か ら区分けし排除す る こ と が わ か る だ ろう ｡

前述 の ,
w i n t e r 対s u m m e r , ア メリ カ対 ヨ ー

ロ ッ
パ の 着眼か ら見れば , 夏は ア メ リ カ人を

ヨ
ー ロ ッ パ に 馴染 ませ る季節, すなわ ちf o r-

eig n e r がf o r eig n e r で なく なる季節 で あり, こ

の 対 応 か ら考 え れ ば , 冬 はf o r eig n e r がf o r-

eig n e r として 扱わ れ る季節 である か ら, 夏の

ヴ ュ ヴ ュ
ー

に お い て 自由活発なD ai s y が 冬 の

ロ ー

マ で死 ぬ と い う筋書きは的を射て い る と

言える ｡ 重要 なの は
,
ア メリ カ - w i n t e r , ヨ

ー

ロ ッ パ - s u m m e r の 対応で は な い と い う こ と

だ
｡
さ ら に

, 上 の 引用 の 但 し書き で物語る の

は, 夏はfo r eig n e r を歓待 して い るよう に 見せ

か け, ヨ
ー ロ ッ パ の 排他性を隠蔽する季節だ

と い う こ と であり
,
従 っ て , 反対に 冬は そ の

排他性 を露呈する季節 だ , と い う こ と が類推

で きる の で ある ｡

2 . 2 視点或 い は視線の 設定

冒頭 の 場面 は , 今 か ら ( こ の 物語 が 語られ

て い る 時 か ら) 二, 三 年 前,
夏 の 朝,

T r ois

C o u r o n n e s の 庭 で の 設定 である ｡ W in t e r b o u r n e

は前 日 に ジ ュ ネ - ヴ か らや っ て きた ｡
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I h a r dly k n o w w h et h e r it w a s t h e a n al o g l e S

o r t h e diff e r e n c e s t h at w e r e u p p e r m o st i n

t h e m i n d of a y o u n g A m e ri c a n , . . .
* 4

W i n t e r b o u r n e の 心 に あ る ア メ リ カ と ヴ ュ

ヴ ュ
ー

の 類似 と相違 の 問題 ｡ 類似 と相違 は相

対立す る概 念の よう に 思われ る が , 実は 同じ

一

つ の 立場 をと っ て い る に す ぎな い ｡
二 元論 ,

或 い は弁証法 と い う立場 である｡ W i n t e rb o u r n e

の 眼差 しは 二 元論 的 である ｡
そ れは こ の よう

な風景を分析する場合の み ならず ,
D ai s y を分

析する場合 に お い て も同じ で ある ｡

と こ ろ で
,
W i n d e r b o u r n e に 言及 する場合 ,

y oヮ
n g と A m e ri c a n の 語 を用 い て 形 容 す る の

はな ぜ だ ろうか ｡
こ れ は視点 ( 視線) の 設定

を考え る場合重要 なこ と である ｡

W i n t e r b o u r n e と い う視 点 人物 の 設定 は2 7

歳位 の 若 い ア メ リ カ人｡
こ の ｢ 若さ ｣ が 彼 の

視 点に 影響 を与え得る こ とは 言うま でもな い

だ ろう ｡

… w h e n h i s f ri e n d s s p o k e o f hi m ,
t h e y

u s u ally s aid t h at h e w a s at G e n e v a
"

st u d y-

1 n g .

"

W h e n hi s e n e m i e s s p o k e of hi s , t h e y

s aid - b ut
,
a ft e r all

,
h e h a d n o e n e m i e s;

* 5

彼 の 友人 が 用 い るst u d y と いう用語 ｡ ちなみ

に こ の 小説は ,
st u d yi n g で始まり ,

st u d yi n g で

終 わ る( a r e p o r t t h a t h e is
"

st u d y i n g
"

h a r d
,
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) ｡ また, こ の 作 品の 副題 は
` `

A St u d y
"

で ある ｡
これ は通常 ｢ 習作｣ と解さ れ ,

そう

訳 され る .
だ が こ の st u d y を こ の 作品 の キ

ー ワ

ー ドと捉える こ とも可能 である ｡
つ ま り若 い

ア メ リ カ 人音年 の st u d y の 物語 とし て 捉え る,

と い う こ と である
* 7

｡

W h a t l s h o u ld s a y i s , si m ply , t h at w h e n

c e rt ai n p e r s o n s s p o k e of h i m t h e y affi r m e d

t h a t t h e r e a s o n o f hi s s p e n di n g s o m u c h

ti m e at G e n e v a w a s t h a t h e w a s e x t r e m ely

識 元

d e v o t e d t o a l a d y w h o li v e d t h e r e - a f o r-

e lg n l a d y - a p e r s o n old e r t h a n hi m s elf .

V e r y f e w A m e ri c a n s - i n d e e d l t hi n k n o n e

- h a d e v e r s e e n t h is l a d y , a b o u t w h o m

t h e r e w e r e s o m e s ln g u l a r st o ri e s .

* 8

こ の 引用 で わ か る の は
,
彼 に は夢中に な っ

て い る年上 の 外 国人女性 が い る と い う こ と ｡

すなわ ち彼に と っ て の s t u d y とはf o r eig n l a d y

をst u d y する こ とだ と い う こ と である ｡ と こ ろ

でf o r eig n と は ど の 国に 属 す る者 の こ と か ｡

A m e ri c a n と い う語 が 別 に 用 い られ て い る こ

とか ら,
ヨ

ー ロ ッ
パ 系 の 女性を指 して い る の

で はな い か と推測は つ く ｡
こ のf o r eig n と い う

語 は弁証法的 である ｡ な ぜ な らそ れ は, 常 に

内部 と外部を規定する か ら である ｡ 実は こ の

差別 的なf o r eig n の 意 味 が 作 品 の 流れ で 次第

に 変化 し て い る こ と に 気 が付 く ｡ 冒頭 で は

f o r eig n は E u r o p e を指す が , 排他的な ヨ ー ロ ッ

パ の 社交界 で は
,
f o r eig n とは生粋 の ア メ リカ

人 であり ,
f o r eig n l a d y と はD ai s y の こ とな の

である ｡

3 顔 す な わ ち 現象 - ｢ 何 が 起 こ っ た

の か ｣

3 . 1 隠 匿

何 であれ ｢ 優れ た｣ も の と称さ れる文学に

おける技巧を問題に す る際我々 に と っ て 重要

なの は
,
真実そ の も の に 拘わる 技巧よりも ,

真実を隠匿する技巧な の だ ｡
フ ォ ル マ リ ス ト

た ちは これ を ｢ 異化作用 ｣ と い う呼 び名 で表

現 し た が
,
文学 に お け る隠匿 とは

,
事実 を歪

め て劇 的に する こ と で はなく , 読者に 提示 す

る秘密を増幅さ せ る こ と な の である ｡ 少 なく

とも
, J a m e s に と っ て は そう である ｡

W i n t e r b o u r n e が D ai s y を始 め全 て の キ ャ ラ

ク タ
ー

の 顔を読む シ ー

ン が よく見られ る o 顔

は表象 であり , しか も絶えず分節化を繰 り返

す表象 である ｡
ポ ー カ ー

フ ェ イ ス と い う 言葉

がある が , 顔 と は存在論的と 同様 心理 的な意



視点人物 の w o n d e I-

味 に お い て 隠匿 の 道具 であり, 精神 の 発露 と

して 表情が機能する ,
と い う神話が ある か ら

こ そ
,
こ の 身体上極 め て個性的 で 目立 つ 道具

が カ ム フ ラ
ー

ジ ュ として機能する の で ある ｡

シ ニ フ ィ ア ン と して の 顔 と, シ ニ フ ィ エ と し

て の 想念, イデ オ ロ ギ ー

.
二 者 の 間の ズ レ は

現代哲学:理論に お い て す で に 語り尽く され た

とこ ろ である が, J a m e s に と っ て顔 と は, 見せ

か けと して の 顔 である ばか り で なく,･ そ れ自

体 が常に 変化する表象 であり , 顔 と い う テキ

ス トを読 む行為 は, それ 自体分節化 に 対する

挑戦的な行為 である わ けだ ｡ J a m e s は 肖像 画

と画家を好む ｡ それ は例えば フ ー コ
ー

が ベ ラ

ス ケ ス の 絵に 対 して 行 っ た実験の ようなもの

であり
* 9

, J a m e s の 作 品 で 言えば ,
T h e L ,t a r

( 18 88) に おける視点人物の 肖像画画家が 良 い

例 である ｡

3 . 2 w o n d e r と e m b a r r a s s m e nt

一 女性 - の 生成変化

w o n d e r と い う語 は視点 人物 の 生成変化 の

キ ー

ワ
ー ド で あ る

｡
D ai s y の 表情の 無変化 は

W in t e r b o u r n e の w o n d e r を増幅さ せ る ｡

"

H e
ヲ

s a n A m e ri c a n m a n !
"

c rie d R a n d olp h ,

i n hi s littl e h a r d v oic e . T h e y o u n g l a d y

g a v e n o h e e d t o t hi s a n n o u n c e m e n t , b u t

l o o k e d st r aig ht a t h e r b r ot h e r .
"

W ell
,
I

g u e s s y o u h a d b et t e r b e q u l e t ,
"

sh e si m ply

o b s e r v e d .

ヰ l o

こ の 人は ア メ リ カ人 だ よ, と言う子供 の 言

葉に何 の 注意も払 わず, 静か に した ら, と た

しなめ る D ai s y ｡ お し ゃ べ り である に も関わ ら

ず W i n t e r b o u r n e に 関心 を寄 せ な い 素 振 り を

見せ る 彼女
一 流 の 意 図的 な 態度 は

,
W i n t e r-

b o u r n e の st u d y 欲を増進 さ せ る に 充分 で あ る0

ま た ,
ジ ュ ネ - ヴ では

,

｢ ある稀 な場合( u n d e r

c e rt ai n r a r ely o c c u r ri n g c o n diti o n s) ｣ 以外 は,

若 い 男は若 い 未婚 の 女性 と自由に 話 せ なか っ
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た ｡ 実は こ の しき た り が
,
二 人 の 間に フ ィ ル

タ
ー

を作り, 会話を暖昧に する の に
一

役買 っ

て い る
｡ また, D ai s y に は 男性に 対 して 次 の よ

うな行動 パ タ ー

ン があ る｡

T his p r ett y A m e ri c a n gi rl , h o w e v e r , o n

h e a rl n g W i n t e r b o u r n e
'

s o b s e r v ati o n
,
si m -

ply gl a n c e d at hi m ; s h e t h e n t u r n e d h e r

h e a d a n d l o o k e d o v e r t h e p a r a p et , a t t h e

l a k e a n d t h e o p p o sit e m o u n t ai n s .

' l l

一

瞥する だ け で, そ っ ぽ を向 い て 風景を眺

め る D ais y ｡ こ の 反復 的な ゼ ス チ ュ ア で彼 の

w o n d e r は掻き た て られ る の である ｡

H e w o n d e r e d w h et h e r h e h a d g o n e t o o

f a r;
* 1 2

こ こ で 注意 した い の は,
｢

- だ ろう か｣ の

w h et h e r の 存在 で ある ｡
こ の 接続詞に は 共時

的意味 が ある
｡
そ して , 実際 ,

ラス ト近くの

w h et h e r は
｢

- だ ろう となか ろうと｣ の 意味に

か わ るの である ｡

"

I b eli e v e t h at it m a k e s v e r y

littl e diff e r e n c e w h e t h e r y o u a r e e n g a g e d o r

n ot !
" * 1 3 こ れ はすなわ ち, 常に w o n d e r を発 し

続ける W in t e r b o u r n e がD ai s y に 対する w o n d e r

を解 除し, 生成変化を放棄 し, い わば
｢
見捨

て る｣ こ と の文 法的な表れ でもある ｡

さ て , 今
一

度 出会 い の 頃の D ais y に 戻り , 彼

女の 反復 的な行動 に焦点を当て て み る｡

T h e y o u n g girl gl a n c e d o v e r t h e f r o n t

o f h e r d r e s s
,
a n d s m o o t h e d o u t a k n ot o r

t w o o f ribb o n . T h e n s h e r e st e d h e r e y e s

u p o n t h e p r o s p e ct a g a l n ‥ ‥ T h e y o u n g l a d y

gl a n c e d at hi m a g ai n = ‥ A n d s h e s aid n ot h-

i n g m o r e .
* 1 4

ま たg l a n c e とs m o ot h e の 反復 で ある ｡ J a m e s

の 描 く行為 の 反復 は何 を表す の だ ろう｡ 読者
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が こ の 反復 か ら読み とる の は , 初対面 の 男性

に 対す る女性 の 行動規範 が D ai s y の 中に で き

あ が っ て い る と い う こ と で ある ｡
つ ま り , 社

交 的な女性は 初対面 の g e n tl e m a n に 対 して こ

の ように 行動 する の だ ,
と い う規範 で あ る ｡

これ が実際 の ヨ ー ロ ッ パ 社交界 に お け る伝統

的な規範 で は なく ,
D a is y が た だ 自分 の 中に 思

い 描 い て い る規範 である こ とは ,
こ の 規範 が

W i n t e r b o u r n e とG i o v a n elli 以外に l受け 入 れ ら

れ て い な い こ と か らも明 ら か であ る ｡ 否, 実

は こ の 二 人に の み 受け 入 れ られ て い る と い う

こ と が問題なの だ ｡
い ずれ に せ よ ,

こ の 引用

でわ か る の は
,
W i n t e r b o u r n e が彼女 の こ の 行

為L
_
こ困惑( e m b a r r a s s e d) して い る ,

つ まり
,
彼

の 若さ故に 彼女 の 毘 に か か っ て い る と い う こ

と である ｡ 彼 は彼女 の 態度 の
一

瞬
一

瞬に 気持

ち が揺ら ぐ｡
つ ま り W i n t e r b o u r n e に おける心

の 分節化 であり生成変化 である ｡
こ れ は例 え

ば ,
B a r/l a b)

, に お ける
,
B a rtl e b y を前に した と

き の 視点人物 であ る弁護士 の 気持 ちと 同様 で

ある
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｡

さ て
,
D ais y の こ の 反復 が効果的に 用 い ら れ

て い る別 の 場面を見て み る ｡

｢

r h e y o u n g l a d y i n s p e ct e d h e r fl o u n c e s a n d

s m o o t h e d h e r rib b o n s a g a l n ; a n d W i n t e r-

b o u r n e p r e s e lltl y ri s k e d a n o b s e r v a ti o n

u p o n th e b e a u t y o f t h e vi e w .
H e w a s

c e a si n g t o b e e m b a r r a s s e d , f o r h e h a d

b e g u n t o p e r c ei v e t h a t s h e w a s n ot i n t h e

l e a s t e m b a r r a s s e d h e r s elf . T h e r e lュa d n ot

b e e n t h e sli g h t e s t alt e r a ti o n i n h e r c h a r m -

1 n g c o m p l e x i o n ; s h e w a s e vid e n tl y n eit h e r

off e n d e d n o r fl u tt e r e d . If s h e l o o k e d

a n ot h e r w a y w h e n h e s p o k e t o h e r , a n d

s e e m e d n o t p a r ti c u l a rl y t o h e a r h i m ,
t hi s

w a s si m p ly h e r h a bit , h e r m a n n e r .
"

ま た もや リ ボ ン をさ わる D ai s y ｡ そ こ で , 令

度 は風景を眺め る行動 パ タ
ー

ン を読者は 予想

JLし .･し

する わけ だ が , 実際に は W i nt e r b o u r n e が 代わ

り を損 じ, D ai s y の 代わ り に 彼が 風景 の 美しさ

を指摘 した ｡
つ ま り ,

W i n t e rb o u r n e は D ai s y の

パ ター ン を把 握し た わ け で あ る ｡
こ の こ と か

ら も
,
D ai s y の 行動 の 反復は , W i n t e r b o u r n e を

引き込 む た め の 意図的な反 得で ある こ と が わ

か る
｡

こ の 引月] の 後半 でわ か る の は ,
W i nt e l七o u r n e

が w o n d e l- とp e r c ei ＼′e を繰 り 返 す こ と に よ っ

て モ ノ を認識する 人間 であり ,
知覚 に 頼る 人

間だ と い う こ と である ｡
こ こ で

,
彼女 が

｢ 困

惑｣ しな い の を r 知
l

克(p e r c ei v e) ｣ し て e m b a r-

r a s s m e n t が 止 む 彼に 対 し, ロ ー マ に お い て

は
,
彼女 が ｢ 困惑

_
｣ しな い の に 対し , 彼は ｢ 困

惑｣ する こ とに なる ｡ ま た ,

｢ 顔 色( c o m pl e x-

i o n) ｣ で判断する の も彼 の
｢
知鴬 ｣ の特徴 であ

り
,

｢
無変化｣ な彼女に 対 し,

｢
変化｣ が彼 の

特徴 で あ る ｡ 引用最後 の
｢
彼女 の 習慣,

や り

方(h e r h a bit , h e r m a n n e r) ｣ に つ い て 言及 す

る なら
,
ス イ ス や ロ ー マ の ｢ 習慣( c u st o m ) ｣

を破 る の が 彼女 の
｢
や り 方( n l a n n e r) ｣ で あ

る ｡

さ て
,
彼 が風景を指さ して 説明 して い く う

ち に
,
彼女 の gl a n c e が 彼 - と向け られ 始め る ｡

"

.
t h i s g l a n c e w a s p e rf e c tl y d ir e c t a n d

u n s h ri n ki n g . It w a s n ot
,
h o w e v e I

-

,
W h a t

w o u ld h a v e b e e n c all e d a n i m m o d e s t

gl a n c e , f o r t h e y o u n g g lrl
'

s e y e s w e r e

s i n g ul a rl y h o n e st a n d f r e s h . T h e v w e r e

w o n d e rf ully p r e t t y e y e s; cl n d
,
i n d e e d

,

W i n t e r b o u r n e h a d n o t s e e n f o r a l o n g ti m e

a n y t hi n g p r e tti e r th a n hi s f air c o u n t r y-

w o m a n
'

s v a ri o u s f e a t u r e s - h e r c o m p l e x -

i o n
,
h e r n o s e

,
h e r e a r s

,
h e r t e e t h . H e h a d

a g r e at r eli s h f o r f e m i ni n e b e a u t y ; h e w a s

a d di c t e d t o o b s e r v i n g a n d a n al y zi n g lt: a n d

a s r e g a r d s t h is y o u n g l a d y
'

s f a c e ll e m a d e

s e v e r al o b s e r v a ti o n s . It w a s n ot a t all

i n sip id; b u t it w a s n ot e x a ctl y e x p r e s si v e;



視点 人物 の w o n d e r

a n d t h o u g h it w a s e m i n e n tly d eli c at e ,

W i n t e r b o u r n e m e n t ally a c c u s e d it - v e r y

f o r g l V l n gly - of a w a n t of fi ni sh .

* 1 7

W i n t e r b o u r n e の 女性美に 関す る
｢ 観察｣ と

｢ 分析｣ は ,
c o m pl e xi o n

* 1 8
に よる もの が大き

い
｡ 彼女の 顔に 関する彼 の ｢ 観察｣ の 結果 は,

｢
特徴 の無 い , 活気の 無 い(in sipid) ｣

｢ 表情 に

富む( e x p r e s si v e) とは言えない ｣
｢ 繊細 だ が完

全さ に 欠ける( a w a n t o f fi ni s h) ｣ 'と い うよう

に
,
と て も美的とは 言 い 難 い 形容 である ｡

で

は なぜ 彼はD ai s y に 惹か れ た の だ ろうか ｡ 或 い

は本当に 惹か れ て い た の だ ろうか ｡

S h e w a s v e r y q ui e t; sh e s at i n a c h a r m i n g ,

t r a n q uil attit u d e , b u t h e r lip s a n d e y e s

w e r e c o n st a n tly m o v i n g . S h e h a d a s oft
,

sl e n d e r
,
a g r e e a bl e v oi c e , a n d h e r t o n e w a s

d e cid e dly s o ci a bl e .
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自分 の hist o r y を語 る D ais y ｡ 無変化 なは ず

の 彼 女 が ｢ 常 に 変 化 し て い る( c o n st a n tly

m o v in g) ｣ ｡ 彼は常に 客観的な観察 の 対象 と し

て 彼女を観察し分析する ｡ そ して
,
彼 の分析

に は
, 彼 自身 の 持 つ 二 元論的 な視線 が用 い ら

れる ｡ そ の 二 元論的な観察結果 が上の 引用 で

あ っ た ｡ と こ ろ が
, 無表情 で 活気 の な い 顔 の

背後に , 常に 変化し続ける彼女 が存在す る｡

彼 の 二元 論的な分析を裏切 る彼女 の行動に 彼

は興味を持 っ た の である ｡
二 元論的な分析 が

裏切 られ る こ と , それ は生成変化 の 動機に も

なる ｡

3 . 3 子供 へ の 生成変化

R a n d olp h と の 出会 い は こ の 作 品 に と っ て

どう い う意味を持 つ の であ ろう ｡ 彼は初対面

の 際,
D ai s y と の 仲介役を果 た し て い る ｡

a n

u r c hi n o f ni n e o r t e n と は , 彼 に 対する W i n t e r-

b o u r n e の 最初 の 描写 である ｡ u r c h i n と は
,
い た

ずら っ 子 ,
わん ばく小僧, 針ネ ズ ミ (h e d g e-

6 5

h o g) ( 時 々 針ネ ズ ミに 化ける小鬼( elf)) と説

明 さ れ る｡ では さ らに 彼に 対する描写を見て

み る ｡

T h e c hild
,
w h o w a s di m i n u ti v e f o r h i s

y e a r s , h a d a g e d e x p r e s sio n of c o u n t e-

n a n c e
,
a p al e c o m pl e xi o n , a n d s h a r p littl e

f e a t u r e s .
* 2 0

年 の わ り に小柄 で , 年をと っ た 表情, 青白

い 顔色, s h a r p な容貌 ｡ W i n t e r b o u r n e を見 る

｢ 一 対 の 聡明 か つ 透過 す る小 さ な眼( a p ai r

of b rig ht , p e n et r a ti n g littl e e y e s) ｣ ｡ こ れ は

大人 をp e n et r at e す る 子供 の 眼 で あ る ( T h e

T u r n of th e S c r e u )(1 898) の 子供 の 眼を思 い

出して欲 しい) 0

"

W ill y o u g l V e m e a l u m p o f s u g a r ?
"

h e

a s k e d
,
i n a s h a r p , h a r d littl e v oi c e - a v oi c e

i m m a t u r e
,
a n d y e t , s o m e h o w ,

n o t

y o u n g ･

* 2 1

成熟して い な い が, 幼くな い , sh a r p でh a r d

な声 ｡
これ は決 して 幼く は ない , 世 間慣れ し

た 人間と して 彼 が 見なさ れ る べ きで ある こ と

を示 唆して い る ｡

"

O h
,
Bl a z e s; it

'

s h a r- r-d ∫
"

h e e x cl ai m e d
,

p r o n o u n c l n g t h e a dj e cti v e i n a p e c u li a r

m a n n e r . W i n t e r b o u r n e h a d i m m e di at ely

p e r c ei v e d t h at h e m ig h t h a v e t h e h o n o u r

of cl ai m l n g hi m a s a f ell o w c o u n t r y m a n .

"

T a k e c a r e y o u d o n
'

t h u rt y o u r t e e t h ,
"

h e

s aid
, p a t e r n all y .

* 2 2

子供 の 妙 な発音 で 自分 と同じア メ リ カ人 と

｢ 知覚する ｣ W i nt e r b o u r n e ｡ 彼は こ の 子供に

父親の ように 接するが, 彼らの 会話 に は特徴

的 なと こ ろが ある ｡
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W i n t e i
-

b o u r n e w a s m u c h a m u s e d .

"

If y o u

e a t t h r e e l u m p s of s u g a r , y o u l
-

m ot h e r w ill

c e rt ai n l y sl a p y o u ,
"

h e s aid .

"

S h e
'

s g o t t o

g i v e m e S O m e C a n d y , t h e n ,
"

r ej oi n e d h i s

y o u n g i n t e l-l o c u t o I∴
"

I c a n
'

t g e t a n y

c a n d y h e r e - a n y A m e ri c a n c a n d y . A m e r-

i c a n c a n d y
'

s t h e b e st c a n d y .

" * 2 3

こ こ で
,
i nt e rl o c u t o r と は

,
文語 で ｢ 対話者｣

の 意味 で あ る が ,
m i n st r el s h o w の なか で 黒 人

に 扮 し た 司会者 と い う共時的意味を持 つ
* 2 4

｡

そ れ は楽団員 の 列 の 中央 でアナ ウ ン サ ー 役 を

して
,
両端 の 芸人と ユ

ー

モ ラ ス な掛合をする

司会者 の こ と であ る｡ つ まりJ a m e s は 二 人 の

掛合f蔓オ を設定して い る の だ ｡ ア メ リ カ の 流

行 り物 で ある 演芸を通 じて ,
W i n t e r b o u rll e は

子供 - の 生成変化を開始する ｡ 相手 の 台詞 尻

を捕 ま え て オ オ ム 返 しに 会 話 をし な が ら ,

W i n t e r b o u r n e は次第に R a n dlp h の 観察 - と 向

か う ｡

1 V i n t e r b o u r n e w o n d e r e d if h e lli m s elf h a d

b e e n lik e t h is i n h is i nf a n c y , f o r h e h a d

b e e n b r o u g h t t o E u r o p e a t a b o u t t h i s

a g e ･

* 2 5

W i n t e r b o u r n e は こ の 子供 の 歳 の 頃,
ヨ ー ロ

ッ パ に 連 れて こ られ た ｡ そ こ で , 彼は自分 の

幼少 の 頃とR a n dlp h の 様子を重ね合 わ せ る ｡

そ こ で 子供に 対す る w o n d e r で あ る ｡
つ ま り

w i n t e r b o u r n e は 子供 に 対 し生成変化 を開始

する の で あ る ｡

4 二 元 論的t o n e

4 . I t o n e

t o n e は こ の 作品 の キ
ー

ワ
ー ド である ｡ 作中

に お い て 登 場人物 , 特に D a is y と W i n t e r b o u r n e

はt o n e で様 々 な状況を判断する ｡

最初に こ の キ
ー

ワ ー ドが見 られ る の は c o u-

ri e r E u g e n i o の 登場に お い て で ある ｡

識 フL

"

M a d e m ois ell e h a s m a d e a r r a n g e m e n t s ?
"

h e Eld d e d i n a t o n e w h i c h s t r u c k W i n t e r-

b o u r n e a s v e r y i m p e r ti n e n t . E u g e n i o
'

s

t o n e a p p a r e n t l v t h r e w ,
e v e n 亡o M i s s

M ill e r
'

s o w n a p p r e h e n si o n , a slig h t ly

ir o ni c al lig h t u p o n th e y o u n g g lrl
'

s sit u a-

ti o n . S h e t u r n e d t o W i n t e r b o u r n e
,
b l u s h l

l n g a littl e - a v e r y littl e .

* 2 6

s h と1r Ply に W i n t e r b o u r n e を見るE u g e n i o ｡ こ

のi n l P e r ti n e n t なt o n e をD ais y も感 じ と る ｡
こ

れ は無変化 の D ais y が 見せ る初 め て の 変 化 で

ある ｡
こ の エ ピ ソ

ー

ド で わか る の は, ir o n y の

か け らも な い D と1is y が ,
ir o n y を感 じ とる と変

化を生 じる と い う こ と で あ る ｡ 従僕 であ るは

ず の E u g e n i o の o ff e n c e とi m p u t a ti o n は , 例 え

ば
,
T h e T u r7て ()i th e S c r e

,

Lt) の Q u i n t を連想

させ る
o
ま た

,
そ の 後 の 様 々 な エ ピ ソ

ー ドか

ら ,
D ai s y と の 性的関係も匂わせ て い る よう で

ある ｡

次に
,
伯母 の M I＼ C o st ell o のt o ll e を読み とる

場面を見て み る ｡

A n d h e r pi ct u r e o f th e m i n u t ely hi e r a r c hi-

c al c o n stit u ti o n of t h e s o ci e t y o f t h at c lt y -

w a s . . . al m o st o p p r e s si v ely s t ri k i n g . H e

i m m e di at el y p e r c ei v e d , f r o m h e r t o n e , t h at

M i s s D ai s y M ill e r
'

s pl a c e i n t h e s o ci al s c al e

w a s l o w .

* 2 7

伯母 のt o n e か ら デ イ ジ ー の 社 交的 地 位 を

p e r c ei v e する W i n t e r b o u r n e ｡ 彼 の 認識 の 源 は

言葉 で は なく 言葉 の 周辺 , 雰囲気 に ある こ と

が
,
こ の 引用 か ら見て 取れ る ｡

"

i w a s t elli n g M r . W i n t e r b o u r n e ,
"

t h e

y o u n g g l rl w e n t o n ; a n d t o t h e y o u n g

m a n
'

s e a r h e r t o n e m ig h t h a v e i n di c a t e d

t h at s h e h a d b e e n u t t e rin g h is n a m e all h e r

lif e .

* 2 8



視点 人物 の w o n d e r

w i n t e r b o u r n e の 判 断 の 手 が か り は 目 と耳

である ｡ そ の 中 でt o n e は耳 に 訴えか ける もの

である ｡ そし て ,
D ai s y は知り合 っ た ば か り の

男 の 名前を親しげに 呼ん で い る ように 思 わせ

る声 のt o n e を持 つ 女 とも言える ｡
彼女はi n n o-

c e n t である と同時に , 無意識 の う ちに ,
確実に

女なの で ある ｡

4 . 2 s o ci ety

D ai s y は様 々 な場面 で s o ci e t y と い う用語 を

連発する ｡

s h e w a s l o o ki n g a t W i n t e r b o u r n e w it h all

h e r p r e tti n e s s i n h e r li v ely e y e s a n d i n h e r

lig ht , slig htly m o n ot o n o u s s m il e ･

"

I h a v e

al w a y s h a d a g r e at d e al of g e n tl e m e n
'

s

s o ci et y .

" * 2 9

こ れ を聞 い て 戸惑 い な が らも魅 せ られ る

W i n t e r b o u r n e ｡ 彼女の 口頭 に よる e x p r e s si o n

は e x p r e s si v e で な い 表情 とは 正 反対 であ か ら

さ ま である ｡
D ai s y は あくま で 男性 の 社交界に

こ だ わ る が ,
D ai s y の こ だ わ る s o ci et y はf o r-

eig n e r を排除する性質を備 えて い る し, そ の

結果D ais y は疎外 され る こ とに なる｡

D ai s y を疎外す る の は ヨ
ー ロ ッ

パ の 社交 界

だ け で はな い
｡
ヨ

ー

ロ ッ パ 全体 のt o n e が す で

に D ai s y を排 除する 存在 で あり, それ に慣 れ親

し ん だ ア メ リ カ か ら の
｢
離 脱 者｣ で あ る

w i n t e r b o u r n e もま た ,
D ai s y を疎外 し排除す

る 存在に なる の だ ｡

H e f elt t h at h e h a d li v e d at G e n e v a s o l o n g

t h a t h e h a d l o st a g o o d d e al; h e h a d

b e c o m e di s h a bit u at e d t o t h e A m e ri c a n

t o n e .

* 3 0

ジ ュ ネ -

ヴ に 居すぎた た め に 失われ た もの

が ア メ リ カ人 のt o n e で ある , と い う こ の
一

文

は
,
t o n e と い う語 が キ ー ワ ー

ド である が故 に

6 7

重要 である ｡
W i n t e r b o u r n e はt o n e で全て を知

覚する 人間 である ｡ ア メ リカ のt o n e を失 っ た

と い う こ とは ,
対応関係 か らヨ

ー

ロ ッ パ 的な

t o n e を身に つ けて しま っ た , と い う こ とを意

味 す る ｡
そ れ 故

"

… h a d h e e n c o u n t e r e d a

y o u n g A m e ri c a n g lrl of s o p r o n o u n c e d a t y p β

a s t hi s .

" * 3 1
と い う よ う に ,

W i n t e r b o u r n e は

D ai s y をt y p e 化 して 見よう と する ヨ
ー ロ ッ

パ

的な視点を持 っ て しま っ て い る の である ｡

と こ ろ で , D ai s y の 性 質 に 戸 惑 う W in t e r-

b o u r n e を描写す る
一 文 に 次の よう なも の が

ある ｡

w i n t e r b o u r n e h a d l o st hi s i n sti n c t i n t hi s

m a tt e r
,
a n d hi s r e a s o n c o uld n o t h elp

hi m .

* 3 2

本能と 理性 ｡ 相反する もの だ が , 本能を失

い
,
理性 は役に 立 た ない と は どう い う こ とな

の だ ろう ｡ 魅力的 だ が, こ の よう なき っ ぱり

した, 決然た る態度 の 社交的な女性に 会 っ た

こ と｡ W i n t e r b o u r n e は, 女 の こ とに つ い て は

本能を失 い , 理性も役 に 立 た な い 若者なの だ ｡

彼女はi n n o c e n t に 見える が, fli rt s で ある と考

え た い ｡
なぜ ならD ais y がflirt s である なら, 彼

女 を彼 の 観察 と分析 で究め る こ と が できる か

ら である ｡ 自分 の 理解 できる c a t e g o r y に お さ

め た がる W i n t e r b o u r n e ｡ 彼 の 視線は利己的で

ある ｡ そして こ の 彼の 弁証法的, 二 元論的視

線は , 彼女 を追 い 詰め る こ とに なる の で ある ｡

W i n t e r b o u r n e w a s al m o st g r a t e f ul f o r

h a vi n g f o u n d t h e f o r m ul a th a t a p pli e d t o

M is s D a is y M ill e r .
* 3 3

公式 と公式 の 応用｡
f o r m ul a と は

,
ヨ

ー ロ ッ

パ 的 な排 他 的 視 点 を身 に つ け て しま っ た

w i n t e r b o u r n e の 思考 パ タ ー ン を端 的 に 表 す

用 語 である ｡
こ の 数学的思考 を裏付け る用 語

は
,
微分 とは対極 の位 置に ある 二 元論的な思
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考を意味 する ｡

ま た
,
次 の よう な

一

節もある ｡

5Z! 5‖

It w a s i n l P O S Si bl e t o r e g a r d h e r a s a p e rl

f e c tl y w ell- c o n d u ct e d y o u n g l a d y ; s h e w a s

w a n tl n g i n a c e l~t ai n i n dis p e n s a bl e d eli-

c a c y , It w o uld t h e r e f o r e si m p lif y m att e r s

g r e a tl y t o b e a bl e t o t r e at h e I- a s t h e o bj e ct

o f o n e o f t h o s e s e n ti m e n t s w h i c h a r e

c a ll e d b y r o m a n c e r s
"

l a w l e s s p a s si o n .

"

T h at s h e s h o uld s e e m t o w i s h t o g et rid of

hi m w o uld h elp hi m t o t hi n k m o r e lig htly

of h e r
,
a n d t o b e a bl e t o t hi nlく m O r e lig h tl y

o f h e r w o u ld m a k e h e r m u c h l e s s p e r pl e x-

i n g . B u t D a i s y , o n t h i s o c c a si o n
,

c o n ti n u e d t o p r e s e n t h e r s elf と1 S a n i n s c r u-

t a bl e c o m bi n a ti o n o f a u d a c it y a n d

I n n o c e n c e
.
* 3 4

弁 証 法的 な W i n t e r b o u r n e の 推論 を こ こ で

も 見る こ と が で きる
｡
D ais y を何 とか 自分 の 理

解 し得る 範時に お こ うとする彼 の 思考 パ タ
ー

ン が こ こ でも見られ る の で ある が, こ の 場合

は 数学 的 で は なく文 学的 で あ る
｡
と こ ろ で

W in t e r b o u r n e は なゼ ロ マ ン ス 作家 に 言及 し

た の だ ろう｡
ロ マ ン ス 作家, 或 い は ロ マ ン ス

と い う ジ ャ ン ル の 用 語 で定義づ ける と い う こ

と｡ こ こ に 見られ る の は 英国 の 伝統的 な ロ マ

ン ス の ジ ャ ン ル と現代的両義性に 基づく概念

の 対立 であ る
* 3 5

｡ 彼は ア メ リ カ娘 D a is y を伝

統的な ジ ャ ン ル で評価 しよう として い る
｡
だ

が彼女は 両義的存在 であり , 混沌 と した 新 し

い 時代 の 感覚 を予感 させ る存在 で ある ｡
こ の

引用 で見て も, 両者 の ズ レ が決定的 である こ

と が わ か る の である ｡

5 結 論 一 中短編 小 説 と して の

D a l
'

s y M ill e r

中短編小説 の 問題提起は およ そ 一

つ に 集約

され る
｡ す なわ ち ｢ 何 が起 こ っ た の か ｡ ｣ と い

識 ) L

う問 い か け を常に 発 する こ と である
｡ 小話は

こ れ と対極 に 位置 し
,

｢
こ れか ら何 が起きる の

か ｣ を問題 と し,
ノ

削 こ読者に 緊張 を与 えな が

ら ,
こ れ か ら何 か が起 こ る し, 行為が行 われ

る ｡ 長編小説 の 場合は折衷的で あり, こ れら

中短編小説 と小話 の 要素 を取り 入れ な が ら
,

時間 の 持続 の 中で , 常に 現在 の 軸 で何か が起

こ り , 何か が行わ れる よう に な っ て い る｡

さ て ,
こ れま で 見て きた よう に , 視点人物

W i n t e r b o し1r n e は D ai s y に つ い て w o n d e r を抱く ｡

す なわ ち ｢ 何 が 彼女 に 起 こ っ た の か ｣ ｡ し か

し,
こ の 作品 に つ い て ｢ W i n t e r b o u r n e は D ai s y

の 死 を境 に ど の よ うな成長 を遂 げ た の で あ ろ

うか ｣ な どと い う愚問を投げか けて は な らな

い だ ろ
:

) o な ぜ な ら
,
W i n t e r b o u r n e は 初め も

終 わ りも変 わ ら な い の だ か ら ｡ 彼は ア メ リ カ

娘 と の 出会 い の 前も後 も
,
ヨ 一 口 ､

ソ
パ 娘 を

st u d y する こ と に 従事 して い る の だ ｡ も し
,

J a m e s 自身 の 意図 があ る とすれ ば そ れ は プ ロ

ッ ト とし て の 結末よ Y) もも っ と別 の と こ ろに

存在する だ ろう｡ J a m e s の 作品 の 特徴は視 点

人物 の 眼か ら問 い か けをし
,
反復的な行為 の

中 で秘密を, 視点人物 の w o n d e r を増幅さ せ て

ゆ く こ とに ある ｡ こ の 作 品の 中で は とり わけ

顔 を問 い か け の 対象と し ,
t o n e を知覚 の 根拠

と しな が ら
, J aI ¶ e S は , 若 い 青年と い う実験的

な視点を周 い て , 読者 に何 か を提示 しな が ら
,

何 か を隠し通 し た の だ ｡ 優れ た 作 品は 何 で あ

礼
,

ノ

削 二隠し通す こ とに 意味 がある
｡ 推理小

説は 初め か ら犯 人 が わか っ て い るか
, 或 い は

最後に 犯人 が わ か る仕掛けに な っ て い る ｡
い

ずれ に せ よ
,
犯 人 が わ か る こ と , 理解さ れる

こ と が作 品 の 結論 な の だ
｡
ル ポ ル タ ー ジ ュ で

あれ ば , 目的は 何か を明 ら か に する こ と であ

ろう ｡
だ が

, J a m e s の 書きた か っ た の は 推理 小

説 でも ル ポ ル タ ー

ジ ュ で もな い ( P o e で すら

そう で あ る
* 3 6) ｡ 絶 えず問 い か け を繰 り返 す

こ と
, そ して 隠 し通す こ と が 彼 の 意図 で あり ,

や r) 方 な の で ある o
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* 2

K a zi n
,
A lfr e d

,
A W rit e r

,

s A m e ric a : L a n d s c a p e i n L it e r a t u r e , A l fr e d A ･ K n o p f: N e w Y o r k ,

1 9 8 8
, p . 1 2 9

J a m e s , H e n r y , D a z
･

s y M ill e r: A S t u d y in T a le s of A rt a n d 1 -ir e , U ni o n C olle g e P r e s s‥ N e w

Y o r k , 1 9 8 4 , p . 4 4

* 3 ibid .

, p p . 44 -4 5

* 4 ibid .
, p .
4 5

* 5 ibid .
, p - 4 5

* 6 ib z
'

d .
, p . 97

* 7 こ の よう な読み替 えは , 実 は あらゆ る文 学作品に お い て可能である ｡ 例えば ,
H e r m a n M el vill e

に B a ,tl e by と い う中編 がある が ,
こ れ の 副題は A S c rib n e r で ある o

M el vill e は 当時こ れ を匿名で

雑誌に 発表 した が ,
どうやら彼は こ の 中編を作り話と して で は な( , ノ ン フ ィ ク シ ョ ン として

読者に読ませ る意図を持 っ て い たらし い ｡ そ こ で副題を
｢
ある書記官｣ として ,

あ た か もB a r tl e b y

を実在する人物 で あるか のように見せ か けた ｡
こ の ように副題 と は しばしば読者を ペ テ ン にか

ける ため の
一

つ の 手段 と して用 い られ る の で ある ｡

* 8 J a m e s , oP . cit .
, p . 4 5

* 9 フ
ー コ ー ( F ｡ ｡ ｡ ｡ ult , M i c h el) ,

『
言葉 と物一人文科学の考古学』 渡辺

-

民 ･ 佐々 木 明訳 , 新潮社 ,

1 9 7 4
, p p .
2 7 -4 1

* 1 0 J a m e s , oP . cit .
, p .
4 7

* 1 1 ibid .

, p . 4 8

* 1 2 ibid .

, p . 4 8

* 1 3 ibi d
" p . 9 4

* 1 4 ibid .
, p . 4 8

* 1 5 M el ville の B a ,tle b y に つ い て は ,
従来

,
外界か らの 働きか けを い っ さ い 拒絶す るB a rtl e b y の 態度

に焦点 が当て ら れ が ちで ある が ,
語り手 で ある弁護 士 の

｢
私 ｣ の 物語 として捉え直すこ と もで

きる ｡ 視点人物で ある
｢
私 ｣ は , 弁護士 と い う公平さ を重ん じる べ き職に就 い て い るに も関わ

らず, 視点 は利己的で あり, 歪 ん で い る ｡
そしてそ の視点 は ,

B a r tl e b y の ような自分 の 理解を超

え る者を前にする際に狼狽 し, 最も利 己的に なる の だ ｡
W i n t e r b o u r n e の 視点もまさに こ れで あ

り
,
M ｡1 vill ｡ に おけ るd e a d- w all を連想さ せ るようなD ais y の 態度に直面し, 彼 の視 点は狼狽し利

己的に なる の で ある｡

* 1 6 J a m e s , oP . cit .
, p p . 4 8 -4 9

* 1 7 ibid .

, p . 4 9

* 1 8 c o m p l e x i o n に つ い て は W eb sl e r
'

s T h i r d N e u , I n t e r n a tio n al D ictio n a r y ( M e r ri a m - W e b st e r l n c ･ ,

1 9 9 3) によ れ ば,
-`

1) b o d ily c o n stit u ti o n o r m e n t al m a k e u r , , 2) a c a st of m i n d 二 a n i n d iv id u al

c o m pl e x of a t tit u d e s , i n cli n a ti o n s , o r w a y s of t h
i n ki n g o r f e eli n g , 3) th e h u e o r a p p e a r a n c e o f

t h e s ki n e s p . of t h e f a c e
,
t h e s ki n of t h e f a c e

,
4) th e a p p e ar a n c e o r i m p r e s si o n of a p e r s o n o r

t hi n g
"

と あ り
,
顔 が

,
内面的不可視 的な部分を映し出す表象で ある と捉えられて い る こ と がわ

か る
｡

* 1 9 J a m e s , o P . cit " p . 5 1



入 江 識 元

* 2 0 ibi d .
, p . 4 5

* 21 ibid .

, p . 4 6

* 2 2 ibid .

, p . 4 6

* 2 3 ibid .

, p .
4 6

* 2 4 W e b st e r に よ れば
,
in t erl o c u t o r は

``

a m a n in t h e m id dl e of t h e li n e i n a m i n st r el s h o w w h o

q u e s ti o n s t h e e n d m e n a n d a c t s a s l e a d e r
' '

と あり
,
mi n s tr elに つ い て は

` `

o n e of a t r o u p e of

m u si c al p e rf o r m er s a n d c o m e di a n s o f a ki n d o rigi n ati n g e a rl y i n t h e 1 9 th c e n t u r y i n t h e U .S .

a n d t y pi c ally g lV i n g a p r o g r a m of N e g r o m el o di e s , j o k e s , a n d i m p e r s o n ati o n s a n d u s u . bl a c k e d

i n i m it a ti o Ⅲ of N e g r o e s
"

と あ る
｡ ま た ,

『
ラ ン ダ ム - ウ ス 英和大事典第 2 版』 (小 学館,

1 99 4)

に よれば
,
m i n s t r el s h o w と は

,

｢ 黒 人に扮 した 司会者と芸 人た ち が演 じる
,
お どけた対話 と歌

曲, 舞踊か ら成る ミ ュ ー ジ カ ル 演芸 ; 1 9 世紀に 米国で広ま っ た ｡ [1 8 70 , 栄 ; 1 8 2 4 年 ご ろE d w i n

P ･ C h ris t y が B u ff al o 市 で始め た
一

座 の 名th e C h ri st y M in s t r els に ちなむ] ｣ と い う説明 があり,

D a z'sy M ill e r が書か れた 当時,
こう い っ た種 類 の演芸 がア メ )) カ の 代表的 な大衆芸能と して定

着して い た こ と が窺 い 知れ る
｡

* 2 5 J a m e s , op . cit .
, p . 4 7

* 2 6 ibid .
, p . 5 4

* 2 7 ibid .
, p . 5 5

* 2 8 ibid .

, p . 61

* 2 9 ibid .

, p . 5 2

* 3 0 ibid .
, p . 5 2

* 3 1 ibid .
, p . 5 2

* 3 2 ibid .
, p . 5 2

* 3 3 ib id
" p . 5 2

* 3 4 ibid .

, p . 7 7

* 3 5 ｢ 文学｣ に つ い て の種 々 の 定義が現在 の ような形 をとり始め た の は
,
実 の と こ ろ ロ マ ン テ ィ シズ

ム 以降の こ と である ｡
そ して

,

｢
文学｣ と い う言葉 の 中に現代的な意味が発生 した の は1 9 世紀な

の だ と言 っ て 良 い ｡

｢ 象徴｣ は ロ マ ン 派文学に お ける解決の 糸 口 であり, W i n t e r b o u r n e は こうし

た象徴や徴候 をD ais y の 顔 やt o n e に 探 して い た の で ある ｡

* 3 6 E d g a r A ll a n P o e は , 個性的な探偵D u pi n が 登場するこ と で世界最初 の 探偵物 と呼 ばれ る
"

T h e

M u rd e r s i n t h e R u e M o r g u e
"

(1 8 4 1) や , 暗号解読と宝探 しの傑作
"

T h e G old B u g
' '

(1 8 4 1) ,

異常心理 と怪奇の 物語
"

T h e B la c k C a t
"

(1 84 3) な ど, 多く の推理小説を書い た が , 彼 の真 の 目

的は , 何 らか の 問 い かけに 対して何 らか の解答をす る
,
すなわ ち何か を ｢ 解決｣ す る こ と では

なく, む しろ唆昧にす る こ と で あり
,
混沌 の中にお け る ｢ 魂 の 恐怖｣ を描く こ と であ っ た ｡



視点人物 の w o n d e r

A W o n d e r f r o m t h e H e r o
'

s P ()i n t o f V i e w

- V a ri o u s E n c o u n t e r s a t th e b e g i n n i n g of D aisy M ill e r -

N o b u m ot o I R I E

( R e c ei v e d O c t o b e r 31 , 1 99 6)

7 1

A B S T R A C T

T h e p u r p o s e of t his t h e si s i s t o a n aly z e t h e b e g l n ni n g o f D ais y M ill e r , o n e of t h e l e a di n g n o
v els of

H e n r y J a m e s , a n d t o e x a m i n e t h e f e a t u r e of t h e h e r o
'

s p oi n t of vi e w i n t h e b o o k ･ J a m e s
'

s i n t e n si o n

i n t h e b o o k is t o s et u p v a ri o u s
"

q u e s ti o n l n g S
"

t h r o u g h t h e h e r o
'

≡; d u ali sti c p o l n t O f vi e w ･ T h e h e r o

w i n t e rb o u r n e
,
t h e y o u n g e x il e f r o m A m e ri c a , o b s e r v e s D ais y

'

s r e 巨, etiti v e b e h a vio r fr o m d u alis ti c p oi n t

of v i e w . T h e m a t e ri als f o r hi s j u d g m e n t a r e h e r c o m p l e x i o n a □d t o n e . H e is e m b a rr a s s e d b y h e r

c o n st a n tly m o vi n g p a r t b e y o n d his c o m p r e h e n sio n ･ A n d h e a rr a n g e s it t o his o w n c o n v e ni e n c e , a n d

r eb uild s it w it hi n h is u n d e r s t a n d in g . W h at l e a v e s h e r o u t is n o t o nly E u r o p e a n s c e n e r y o r it s

e x cl u si v e s o ci et y , b u t W i n t e r b o u r n e
'

s e g o ti s ti c e y e s . H is p oi n t of v ie w d o e s n ot c h a n g e o r d e v el o p

t h r o u g h o u t t h e s t o r y ･ B u t t h e i m p o r t a n t p ol n t i n t h e b o o k is n o t t h e p lo t it s elf , b u t t h e
"

q u e s ti o n l n g
"

of t h e h e r o
,
h o w t h e h e r o a m p lifi e s his w o n d e r t h r o u g h hi s r e p e titiv e a cti o n ･

K E Y W O R D S

Q u e s tio ni n g , B i n a r y O p p o siti o n , D u alis m ,
P oi n t of V i e w o r E y (∋s , C o m p le xi o n , T o n e


